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こ
こ
で
紹
介
す
る
の
は
、
明
治
十
八
年
（
一
八
八
五
年
）
に
東
京
で
開
催
さ
れ
た
「
繭
・
糸
・
織
物
・
陶
漆
器
共
進
会
」
の
審
査
報
告
書
で
あ
る
。
同
種
の
も
の
は
他
の
年
度
に
つ
い
て
も
あ
り
、
う
ち
一
つ
は
『
沖
縄
県
農
林
水
産
行
政
史
』
第
十
巻
・
農
業
資
料
編
Ｉ
（
同
編
集
委
員
会
編
、
農
林
統
計
協
会
発
行
、
一
九
八
一
年
）
に
「
府
県
連
合
共
進
会
審
査
復
命
書
」
と
題
し
て
、
「
明
治
四
十
三
年
開
設
シ
タ
ル
福
岡
県
主
催
第
十
三
回
九
州
沖
縄
八
県
連
合
共
進
会
」
に
関
す
る
も
の
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
「
明
治
十
八
年
共
進
会
審
査
報
告
書
」
と
表
題
を
付
け
た
の
は
、
右
の
文
献
と
並
べ
る
た
め
で
あ
る
。
今
後
、
他
の
年
度
の
も
の
も
随
時
収
集
し
て
、
発
表
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
文
献
は
国
会
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
こ
で
の
文
献
名
は
「
繭
糸
織
物
陶
器
漆
器
共
進
会
審
査
報
告
」
と
な
っ
て
お
り
、
八
冊
に
分
か
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
そ
の
中
か
ら
、
沖
縄
県
に
関
す
る
も
の
の
み
を
抄
録
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
一
、
繭
ま
ず
序
文
が
あ
っ
て
、
明
治
十
八
年
八
月
付
で
、
「
審
査
官
兼
審
査
報
告
員
斎
藤
素
軒
」
か
ら
「
繭
糸
織
物
陶
漆
器
共
進
会
・
審
査
長
・
田
中
芳
男
殿
」
に
あ
て
ら
れ
（
資
料
紹
介
）
明
治
十
八
年
共
進
会
審
査
報
告
書
明
治
十
八
年
共
進
会
審
査
調
査
報
告
書
来
間
泰
男
て
い
る
。
繭
糸
織
物
陶
漆
器
共
進
会
第
壱
区
繭
審
査
報
告
目
次
第
一
府
県
列
品
審
査
ノ
概
況
第
二
繭
各
種
回
数
糸
量
比
較
表
第
三
府
県
等
級
区
分
表
第
四
審
査
一
覧
表
第
五
功
労
賞
及
び
追
賞
人
名
第
六
参
考
室
列
品
摘
録
（
甲
）
蚕
縦
糸
及
繭
綿
（
乙
）
蚕
児
ノ
発
育
及
其
成
分
ノ
試
験
表
（
丙
）
蚕
病
図
解
及
解
説
第
七
本
会
列
品
提
要
第
八
青
熟
ノ
原
由
付
録
講
話
会
筆
記
第
一
本
会
出
品
ノ
景
況
第
二
試
験
上
ノ
結
果
第
三
養
蚕
法
ノ
得
失
第
四
養
蚕
家
団
結
ノ
利
益
第
五
黒
病
病
学
理
及
実
験
一
二
、
生
糸
ま
ず
序
文
が
あ
っ
て
、
明
治
十
八
年
八
月
付
け
で
、
「
審
査
官
兼
審
査
報
告
員
・
高
橋
信
貞
」
か
ら
「
繭
糸
織
物
陶
漆
器
共
進
会
・
審
査
長
・
田
中
芳
男
殿
」
に
あ
て
ら
れ
て
い
る
。
な
お
、
奥
付
は
「
明
治
一
八
年
十
月
十
五
日
出
版
届
／
農
務
局
・
工
務
局
／
発
見
有
隣
堂
御
用
書
建
・
穴
山
篤
太
郎
／
東
京
々
橋
区
南
伝
馬
町
一
子
目
十
三
番
地
」
と
あ
る
。
こ
の
う
ち
「
第
一
府
県
列
品
審
査
ノ
概
況
」
は
「
沖
縄
県
」
の
項
で
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。
他
に
記
述
は
な
い
。
繭
糸
織
物
陶
漆
器
共
進
会
第
二
区
一
類
生
糸
審
査
報
告
本
県
ニ
ニ
ノ
属
島
二
於
テ
、
山
桑
ヲ
以
テ
蚕
業
二
従
事
ス
ル
モ
ノ
ア
レ
ト
、
本
会
一
一
於
テ
ハ
列
品
ヲ
欠
ク
。
第
一
府
県
列
品
生
糸
概
論
明
治
十
八
年
共
進
会
審
査
調
査
報
告
書
第
六
目
次 蚕児
呼
吸
説
一
蚕
踊
呼
吸
説
蛆
害
ノ
原
由
こ
の
う
ち
「
第
一
府
県
列
品
生
糸
概
論
」
は
「
沖
縄
県
」
の
項
で
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。
他
に
記
述
は
な
い
。
奥
付
は
前
項
に
同
じ
。
本
県
ニ
ハ
従
来
蚕
糸
ヲ
産
ス
レ
ト
モ
、
紬
織
ノ
需
用
二
供
ス
ル
ノ
ミ
ニ
テ
、
製
糸
ヲ
業
ト
ス
ル
モ
ノ
ナ
シ
。
故
一
一
出
陳
ヲ
欠
ク
。
第
二
審
査
一
覧
表
第
三
府
県
生
糸
等
級
区
分
表
第
四
柞
繭
及
山
繭
生
糸
試
験
表
第
五
府
県
列
品
生
糸
練
減
表
第
六
功
労
賞
及
追
賞
人
名
第
七
余
論
附
録
講
話
会
筆
記
第
一
生
糸
機
械
的
検
査
ノ
状
況
第
二
生
糸
機
械
改
良
ノ
要
点
第
三
生
糸
束
装
改
良
ノ
方
法
第
四
内
外
生
糸
比
較
ノ
感
附
朝
鮮
生
糸
評
語
第
五
横
浜
市
場
生
糸
ノ
景
況
第
六
製
糸
家
団
結
ノ
効
力
第
七
製
糸
家
ノ
方
向
及
欧
米
諸
国
生
糸
需
給
ノ
景
況
一
一
三
、
織
物
ま
ず
序
文
が
あ
っ
て
、
明
治
十
八
年
八
月
付
け
で
、
「
審
査
官
兼
審
査
報
告
員
・
金
子
精
こ
か
ら
「
繭
糸
織
物
陶
漆
器
共
進
会
、
審
査
長
、
田
中
芳
男
殿
」
に
あ
て
ら
れ
て
い
る
。
繭
糸
織
物
陶
漆
器
共
進
会
第
三
区
織
物
審
査
報
告
第
一
第
二
第
三
第
四
第
五
第
六明
治
十
八
年
共
進
会
審
査
調
査
報
告
書
附
録
講
話
会
筆
記
第
一
共
進
会
出
品
織
物
ノ
概
況
井
輸
出
ノ
目
的
第
二
織
物
二
関
ス
ル
本
邦
固
有
配
色
ノ
論
第
三
織
物
二
適
用
ス
ル
生
糸
ノ
撰
方
井
撚
糸
ノ
意
見
第
四
染
色
ノ
実
験
目
次
総
説
三
類
ノ
概
評
各
府
県
出
品
ノ
評
説
受
賞
人
員
表
功
労
賞
井
追
賞
人
名
参
考
室
出
品
織
物
表
「
第
一
総
説
」
で
は
冒
頭
で
「
本
区
〈
之
ヲ
分
テ
三
類
卜
為
ス
。
第
一
類
絹
織
物
、
第
二
類
本
綿
織
物
、
第
三
類
麻
毛
ノ
織
物
及
各
種
ノ
交
織
物
是
ナ
リ
」
と
述
べ
、
「
各
府
県
ノ
出
品
数
及
人
員
ヲ
表
示
」
し
て
い
る
。
沖
縄
県
は
第
一
類
品
数
六
○
、
人
員
二
七
、
第
二
類
品
数
四
○
八
、
人
員
四
○
、
第
三
類
品
数
九
○
、
人
員
二
八
、
計
品
数
五
五
八
、
人
員
九
五
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
．
百
以
上
ノ
出
品
ア
ル
モ
ノ
」
を
「
列
載
」
し
て
い
る
が
、
そ
の
第
二
類
の
項
に
「
沖
縄
・
木
綿
耕
」
が
含
ま
れ
て
い
る
。ま
た
「
第
三
各
府
県
出
品
ノ
評
説
」
で
は
第
一
類
の
「
沖
縄
県
」
の
項
で
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。
本
県
及
鹿
児
島
県
大
隅
ノ
紬
〈
、
人
称
シ
テ
琉
球
紬
ト
云
う
。
世
一
一
名
ア
リ
。
然
し
ト
モ
、
其
糸
質
ヨ
リ
組
織
染
色
二
至
ル
マ
テ
、
一
モ
見
ル
ゞ
ヘ
キ
者
ナ
シ
。
而
シ
テ
其
価
非
常
一
一
貴
キ
ハ
、
抑
如
何
ナ
ル
理
由
ナ
ル
ャ
、
吾
儂
之
ヲ
知
ラ
ズ
。
近
頃
桐
生
、
八
王
子
等
ニ
テ
擬
造
ス
ル
モ
ノ
、
其
染
色
耕
模
様
之
ヲ
該
紬
二
比
ス
レ
ゞ
〈
、
遙
二
優
リ
タ
レ
ト
モ
、
需
用
者
却
テ
之
ヲ
損
斥
シ
テ
、
高
価
ノ
琉
球
紬
ヲ
嗜
ム
・
其
意
亦
甚
タ
解
シ
難
シ
。
蓋
シ
奇
ヲ
好
ム
ハ
人
情
ノ
常
ナ
リ
。
是
亦
其
奇
癖
二
因
ル
モ
ノ
邪
、
非
邪
。
附
言
大
島
紬
ヲ
染
ム
ル
ニ
「
へ
、
ハ
ル
キ
」
ヲ
用
フ
。
是
し
尋
常
ノ
「
ハ
マ
モ
第
五
文
部
省
参
考
出
品
ノ
説
明
附
実
行
ノ
計
画
第
六
染
色
改
良
ノ
意
見
第
七
文
部
省
参
考
室
出
品
染
物
標
本
ノ
解
説
一
一
一
次
に
第
三
類
の
「
沖
縄
県
」
の
項
で
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
（
な
お
、
第
二
類
に
つ
い
て
は
、
紹
介
者
の
見
落
し
か
も
し
れ
な
い
。
追
っ
て
補
充
し
た
い
。
）
本
県
出
品
ノ
上
布
ハ
、
地
合
堂
牢
ナ
ラ
サ
レ
ト
モ
、
糸
質
〈
洋
種
ト
同
シ
ク
平
ニ
シ
テ
良
シ
。
紺
模
様
モ
亦
可
ナ
レ
ト
モ
、
其
価
ノ
貴
キ
コ
ト
驚
ク
ニ
堪
ヘ
タ
リ
。
サ
レ
ハ
務
テ
其
価
ヲ
減
殺
ス
ル
ノ
法
ヲ
求
メ
サ
ル
可
ラ
ス
・
審
査
官
森
山
芳
平
日
、
琉
球
ノ
織
物
ヲ
シ
テ
、
内
地
ノ
品
二
模
擬
セ
シ
メ
ハ
、
却
テ
声
価
ヲ
墜
シ
、
信
用
ヲ
失
フ
ニ
至
ル
ベ
シ
。
故
二
、
其
習
慣
〈
、
漫
二
改
メ
サ
ル
方
然
ル
。
ヘ
シ
ト
。
カ
ラ
ソ
附
言
沖
縄
ノ
苧
ハ
唐
苧
ト
云
、
其
性
質
美
良
ニ
シ
テ
、
且
シ
、
毎
年
六
度
ノ
ギ
ヤ
タ
ン
収
獲
ア
リ
。
多
ク
北
谷
ニ
産
ス
・
宮
古
島
其
他
ノ
人
之
ヲ
購
テ
、
上
布
ヲ
織
ル
・
力
七
其
法
、
初
メ
唐
苧
ヲ
一
日
水
二
浸
シ
、
苧
ノ
赤
、
、
、
ヲ
咽
シ
抜
キ
、
調
経
ヲ
作
り
、
ク
コ
ク
」
二
異
ナ
ラ
ス
・
染
料
ニ
ハ
岩
磯
ノ
間
二
在
ル
老
木
ノ
根
皮
ヲ
以
テ
ス
・
皮
柔
、
ご
一
モ
之
ヲ
用
フ
ト
云
う
。
又
紬
染
二
「
タ
カ
ッ
ク
」
木
皮
ヲ
用
フ
レ
ト
モ
、
是
〈
産
地
二
限
リ
ァ
レ
。
〈
、
一
般
一
一
使
用
セ
ズ
。
「
タ
カ
ッ
ク
」
木
一
二
一
種
ア
リ
。
一
ヲ
「
ヲ
ヒ
ル
ギ
」
ト
云
う
。
葉
大
ニ
シ
テ
、
根
揚
ラ
ス
。
之
ヲ
以
テ
染
ム
レ
、
〈
光
沢
少
シ
。
一
ヲ
「
メ
ヒ
ル
ギ
」
ト
云
う
。
葉
小
ニ
シ
テ
、
根
揚
マ
マ
タ
ン
カ
ラ
レ
リ
。
是
し
尋
常
ノ
「
タ
ヵ
ッ
ク
」
（
「
タ
カ
ク
ッ
」
〈
舶
来
ノ
丹
柄
即
チ
紅
樹
皮
ノ
種
類
一
一
シ
テ
、
其
効
能
亦
之
一
一
異
ナ
ラ
ろ
ニ
シ
テ
、
染
料
二
供
シ
テ
光
沢
ヲ
出
ス
。
島
民
之
ヲ
貴
ブ
。
沖
縄
県
久
米
島
、
八
重
山
、
宮
古
等
、
専
ラ
之
ヲ
用
フ
。
其
方
言
一
般
二
「
ヒ
ル
キ
」
卜
唱
フ
。
染
方
〈
先
シ
「
へ
、
ハ
ル
キ
」
ヲ
以
テ
染
メ
、
紋
ヲ
図
キ
、
之
ヲ
芭
蕉
ノ
繊
維
一
一
テ
結
束
シ
、
鉄
気
あ
る
泥
水
、
或
〈
田
ノ
中
二
投
シ
テ
、
踏
付
ヶ
、
取
出
シ
テ
結
束
ヲ
解
ク
ナ
リ
。
明
治
十
八
年
共
進
会
審
査
調
査
報
告
書
「
第
四
受
賞
人
員
表
」
に
は
、
「
四
等
賞
」
と
し
て
「
第
三
類
・
上
布
」
の
欄
に
、
「
平
良
間
切
池
間
村
宮
城
カ
メ
」
と
「
砂
川
間
切
福
里
村
砂
川
マ
ツ
」
が
あ
る
。
こ
の
ほ
か
、
氏
名
は
な
い
が
、
五
等
賞
に
三
類
一
、
六
等
賞
に
二
類
四
、
三
類
二
、
七
等
賞
に
二
類
一
、
小
計
二
類
五
、
三
類
五
、
合
計
一
○
、
割
合
○
・
一
○
と
あ
る
。
「
第
五
功
労
賞
並
二
追
賞
人
名
」
の
「
追
賞
」
の
欄
に
、
次
の
記
述
が
あ
る
。
沖
縄
県
琉
球
国
首
里
赤
田
村
田
名
真
喜
遠
祖
金
弐
拾
円
故
儀
間
真
常
慶
長
年
間
、
自
ラ
薩
摩
二
渡
り
、
或
〈
寄
寓
ノ
エ
女
二
就
テ
織
物
ノ
法
ヲ
学
上
、
刻
苦
覗
勉
、
創
メ
テ
琉
球
木
綿
織
ヲ
製
ス
。
爾
来
、
其
業
漸
ク
振
上
、
終
一
一
地
方
ノ
一
大
物
産
ヲ
ナ
ス
。
後
人
遣
沢
ヲ
蒙
ル
者
少
ナ
ヵ
ラ
ス
。
其
功
績
著
ル
シ
。
因
テ
之
ヲ
追
賞
ス
。
日
二
曝
シ
、
山
藍
ヲ
以
テ
之
ヲ
染
メ
、
干
シ
揚
ケ
テ
、
能
ク
水
洗
ス
。
此
ノ
如
ク
染
テ
干
カ
シ
、
又
水
ニ
テ
洗
う
コ
ト
五
、
六
回
、
乃
至
七
、
八
回
ニ
シ
テ
、
後
二
織
ル
ナ
リ
。
故
二
、
最
上
ノ
品
二
ヶ
年
ニ
テ
ハ
仕
上
ヶ
’
一
至
ラ
ズ
ト
云
う
。
是
し
価
ノ
貴
キ
所
以
ナ
リ
。
（
伝
記
）
琉
球
ノ
紺
細
上
布
〈
、
古
来
綾
サ
ベ
ト
唱
フ
。
天
正
十
一
年
（
明
暦
万
暦
十
一
年
癸
亥
）
栄
川
姓
下
地
親
雲
上
真
栄
妻
イ
ナ
ュ
シ
、
創
テ
織
成
ス
ト
一
云
う
◎
四
一
、
出
品
人
員
之
ヲ
掲
ヶ
ろ
覧
表
」
に
は
陶
一
四
概
論
」
墜
記
さ
れ
て
い
る
。
四
、
陶
器
陶
器
に
つ
い
て
の
「
審
査
報
告
」
は
「
審
査
部
長
兼
報
告
員
・
塩
田
真
」
が
「
編
述
」
し
た
と
あ
る
。
目
次
は
引
用
を
略
す
る
。
「
第
一
緒
言
」
の
中
で
「
陶
器
府
県
出
品
表
」
が
あ
り
、
沖
縄
県
は
出
品
数
七
人
員
二
、
会
場
間
数
（
但
、
奥
行
〈
三
尺
卜
一
定
セ
ル
ヲ
以
テ
、
別
一
一
二
間
と
あ
る
。
ま
た
、
「
明
治
十
八
年
六
月
府
県
製
陶
業
人
員
一
に
は
陶
工
、
陶
画
工
、
陶
器
産
出
代
価
と
も
「
不
詳
」
と
な
っ
て
い
る
。
「
第
概
論
」
は
府
県
別
に
書
か
れ
て
い
て
、
「
沖
縄
県
」
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
に
此
県
ノ
出
品
ハ
陶
器
ノ
ー
種
ナ
リ
。
琉
球
国
那
覇
泉
崎
村
陶
工
島
袋
常
男
出
品
ノ
阿
ン
瓶
（
提
梁
ア
ル
水
注
）
、
居
瓶
、
（
火
酒
ヲ
貯
フ
ル
大
口
ノ
壜
ニ
シ
テ
、
花
瓶
二
用
ウ
ル
ヲ
得
へ
キ
モ
ノ
）
、
酎
家
（
細
ロ
ノ
ニ
升
徳
利
）
〈
、
深
緑
釉
、
黒
褐
釉
ヲ
襄
過
シ
、
形
状
甚
タ
整
上
、
釉
質
モ
亦
佳
ナ
リ
。
且
、
錆
解
ノ
度
其
適
ヲ
得
ル
モ
ノ
ハ
、
恰
モ
高
取
釉
二
類
シ
テ
、
ユ
ー
チ
ウ
梢
軟
二
且
臓
潤
ア
リ
。
白
焼
ノ
モ
ノ
｜
天
湯
酎
々
家
（
銚
子
）
、
茶
家
（
土
瓶
）
、
菜
Ⅲ
、
小
Ⅲ
、
中
皿
、
中
小
茶
碗
、
薄
茶
々
椀
、
大
小
杯
、
丼
、
硯
キ
猪
口
、
シ
ュ
ン
カ
ン
箏
寒
（
汁
ア
ル
菜
ヲ
盛
ル
可
キ
蓋
ナ
キ
大
椀
）
等
ナ
リ
。
或
〈
水
色
彩
ヲ
器
表
一
一
塗
装
、
ン
、
釘
尖
ヲ
以
テ
雲
紋
ヲ
彫
ス
ル
モ
ノ
ァ
リ
。
或
〈
嫌
緑
色
ノ
器
表
ヲ
団
扇
状
二
白
シ
、
其
内
二
彩
花
ヲ
描
ク
モ
ノ
ァ
リ
。
共
二
品
致
卑
シ
ト
ス
。
白
釉
上
二
赤
黄
青
ノ
三
色
ヲ
用
ヰ
テ
、
花
卉
ヲ
描
ケ
ル
モ
ノ
、
中
、
梢
雅
韻
ア
リ
テ
観
ル
な
お
、
奥
付
は
前
項
に
同
じ
。
明
治
十
八
年
共
進
会
審
査
調
査
報
告
書
五
、
漆
器
ま
ず
、
目
次
を
掲
げ
る
。
繭
糸
織
物
陶
漆
器
共
進
会
第
四
区
弐
類
漆
器
審
査
報
告
目
次
第
一
○
総
論
第
二
○
府
県
漆
工
描
金
工
現
員
表
第
三
○
出
品
大
綱
表
附
獺
領
創
焔
骸
表
第
四
○
審
査
擬
賞
稟
告
耆
第
五
○
功
労
賞
追
賞
稟
告
書
井
宣
達
第
六
○
府
県
評
論
ノ
部
〔
抄
録
〕
（
キ
）
沖
縄
県
細
禰
八
名
第
七
○
特
別
独
評
ノ
部
〔
内
訳
略
〕
第
八
○
特
別
合
評
ノ
部
〔
内
訳
略
〕
奥
付
は
前
項
に
同
じ
。
可
キ
モ
ノ
ァ
リ
。
然
し
ト
モ
、
坏
質
焼
透
セ
ス
。
試
一
一
破
リ
テ
之
ヲ
舐
し
〈
、
破
口
津
沫
ヲ
吸
入
ス
。
故
二
毎
器
脆
弱
一
一
シ
テ
、
表
釉
十
分
ノ
熔
解
ヲ
致
サ
ス
。
其
土
瓶
銚
子
〈
薩
摩
製
器
ノ
形
状
ヲ
全
用
ス
ル
モ
、
底
甚
タ
厚
重
二
失
ス
。
概
シ
テ
居
瓶
、
阿
ン
瓶
ノ
エ
ニ
如
カ
ス
ト
ス
。
宜
ク
表
釉
ヲ
綿
密
ニ
シ
、
一
層
ノ
火
力
ヲ
与
へ
、
其
面
目
ヲ
改
良
ス
可
シ
。
五
沖
縄
か
ら
の
「
出
品
々
種
之
数
」
三
六
一
、
「
人
員
」
二
○
、
「
受
賞
人
之
数
」
二
、
「
陳
列
間
数
」
四
・
三
、
受
賞
者
は
六
等
賞
（
木
杯
三
シ
重
一
組
）
山
城
正
心
、
七
等
賞
（
木
杯
一
個
）
運
天
常
宣
、
「
府
県
漆
工
、
描
金
工
現
員
表
」
で
は
漆
工
の
欄
に
「
営
業
者
ナ
、
と
と
あ
る
。
「
第
六
府
県
評
論
ノ
部
」
の
「
（
キ
）
沖
縄
県
」
で
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。
な
お
（
キ
）
と
い
う
の
は
、
イ
ロ
ハ
…
ア
サ
キ
ュ
の
中
の
（
キ
）
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
（
キ
）
沖
縄
県
出
品
三
百
六
十
一
種
人
員
二
十
名
内
、
受
賞
二
名
、
無
賞
十
七
名
六
等
賞
山
城
正
心
七
等
賞
運
天
常
宣
山
城
正
心
（
琉
球
国
那
覇
若
狭
町
村
）
出
品
ハ
、
会
席
膳
具
ヲ
首
ト
シ
、
東
道
盆
、
膳
、
盆
、
重
箱
、
菓
子
Ⅱ
、
行
厨
、
椀
、
盃
、
木
皿
、
飯
鉢
等
、
六
十
八
種
、
其
黄
漆
ヲ
榛
ス
ル
モ
ノ
ハ
数
器
ニ
シ
テ
、
他
〈
悉
ク
朱
漆
ヲ
榛
セ
リ
。
他
ノ
出
品
二
比
ス
レ
ハ
、
概
シ
テ
佳
作
ト
ス
。
二
個
ノ
東
道
盆
卜
称
ス
ル
モ
ノ
ハ
、
長
方
形
ニ
シ
テ
、
蓋
ア
リ
。
内
一
一
数
個
ノ
Ⅱ
ヲ
安
ス
可
ク
ス
。
外
面
一
〈
朱
漆
二
沈
金
彫
刻
ヲ
ナ
シ
、
画
〈
明
清
画
譜
体
ノ
草
花
ヲ
図
シ
、
詩
句
ヲ
題
ス
。
一
〈
同
形
同
図
ニ
シ
テ
、
青
螺
ヲ
嵌
ス
・
此
二
品
〈
出
品
中
第
一
ノ
佳
作
ト
ス
・
以
テ
特
評
二
掲
ク
。
ヘ
ゴ
ヒ
ゲ
ネ
又
榊
椴
ノ
髭
根
（
海
中
植
物
）
ヲ
以
テ
製
シ
タ
ル
膳
盆
ア
リ
。
此
器
類
〈
最
モ
不
可
ト
ナ
ス
ヲ
以
テ
、
亦
特
評
二
譲
ル
・
運
天
常
宣
（
同
村
）
出
品
〈
、
概
ネ
山
城
二
同
シ
ク
、
会
席
膳
具
、
東
道
盆
ノ
ー
明
治
十
八
年
共
進
会
審
査
調
査
報
告
書
種
ヲ
欠
ク
ノ
ミ
。
然
シ
テ
他
二
比
類
ナ
キ
ハ
、
木
地
呂
椀
ノ
ー
種
ナ
リ
。
其
材
質
〈
内
地
二
見
サ
ル
美
良
ナ
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
、
榛
漆
モ
亦
佳
適
ス
。
該
地
ノ
出
品
朱
色
満
架
ノ
間
二
在
テ
ハ
清
楚
一
一
シ
テ
、
殊
二
佳
品
ナ
ル
ヲ
覚
ヘ
タ
リ
。
又
角
膳
〈
同
種
多
数
ノ
出
品
中
二
於
テ
、
梢
上
位
ヲ
占
ム
。
他
品
モ
概
シ
テ
難
点
ナ
シ
。
以
下
無
賞
金
城
順
盛
（
同
村
）
出
品
〈
、
五
十
四
種
、
品
類
前
者
一
一
同
ジ
ク
、
製
作
〈
無
賞
中
ノ
第
一
ト
ス
。
屋
比
久
英
豪
（
同
村
）
出
品
ハ
、
三
十
四
種
、
品
類
前
二
同
ジ
。
朱
漆
、
黄
漆
ノ
膳
二
種
〈
佳
作
ト
ス
。
紗
椴
ヲ
以
テ
製
シ
タ
ル
膳
〈
不
可
ナ
リ
。
以
テ
特
評
二
附
ス
ｏ
糸
数
昌
委
（
同
村
）
出
品
十
三
種
中
、
菓
子
重
二
青
螺
ヲ
以
テ
龍
ノ
図
ヲ
附
シ
タ
ル
モ
ノ
ハ
、
梢
観
ル
ー
足
ル
。
余
〈
他
卜
同
種
同
等
ナ
リ
。
新
垣
実
彰
（
同
村
）
出
品
〈
、
鉢
二
種
、
菓
子
Ⅱ
二
種
、
重
箱
四
種
ナ
リ
。
総
シ
テ
朱
漆
二
沈
金
彫
刻
ヲ
ナ
ス
。
支
那
製
二
擬
シ
タ
ル
ヲ
以
テ
、
拙
ト
難
ト
モ
梢
見
ル
ー
足
ル
・
大
見
謝
恒
惇
（
同
村
）
出
品
〈
、
椀
、
膳
、
盃
、
皿
等
ノ
五
種
ト
ス
。
中
二
就
テ
椀
ノ
ー
種
〈
佳
製
ニ
シ
テ
、
梢
廉
価
二
膳
ノ
榛
漆
モ
亦
美
ナ
リ
ト
ス
。
知
念
喜
信
（
同
村
）
ノ
出
品
〈
、
椀
、
東
道
盆
、
菓
子
皿
、
重
箱
等
ノ
七
種
ト
ス
。
中
一
一
就
テ
六
稜
ノ
東
道
盆
二
沈
金
彫
刻
ヲ
ナ
シ
タ
ル
モ
ノ
、
梢
見
ル
可
シ
。
然
ト
モ
山
城
ノ
製
品
二
比
ス
レ
ハ
、
甚
タ
劣
し
り
。
沖
縄
県
総
評
本
県
出
品
〈
概
ネ
ー
様
ニ
シ
テ
、
佳
否
少
ナ
シ
。
前
二
挙
サ
ル
品
卜
雛
ト
モ
、
亦
敢
テ
粗
ナ
リ
ト
セ
ス
。
唯
榛
面
光
沢
多
キ
モ
、
古
昔
ノ
物
二
比
ス
レ
ハ
朱
色
鮮
美
一
ハ
な
お
、
こ
の
資
料
は
紹
介
者
が
沖
縄
県
農
業
会
議
の
便
宜
を
得
て
、
沖
縄
県
農
林
水
産
行
政
史
の
編
集
事
業
の
参
考
資
料
と
し
て
入
手
し
た
も
の
の
中
か
ら
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
を
記
し
て
お
き
た
い
。
ま
た
、
引
用
に
あ
た
っ
て
は
、
旧
字
体
を
新
字
体
に
変
え
、
適
宜
句
読
点
を
か
え
た
。
子
↓
ネ
、
１
↓
コ
ト
、
モ
↓
ト
モ
、
／
内
↓
シ
テ
。
ヲ
欠
キ
、
器
質
堅
牢
ナ
ラ
ス
シ
テ
、
価
直
ノ
貴
キ
ヲ
覚
ウ
。
是
し
時
勢
二
随
テ
然
ル
乎
。
且
シ
漆
下
一
二
種
蝋
質
ノ
脂
ヲ
榛
シ
、
又
漆
中
二
桐
油
ヲ
投
入
ス
ル
コ
ト
殊
二
多
量
ナ
ル
ヲ
以
テ
、
若
シ
爪
尖
ヲ
以
テ
之
ヲ
掻
ケ
ハ
、
容
易
二
剥
脱
ス
ル
モ
ノ
ア
リ
。
或
〈
成
器
貯
蔵
久
シ
カ
ラ
サ
ル
ニ
因
ル
モ
ノ
ナ
ル
可
シ
ト
雛
ト
モ
、
一
〈
榛
法
ノ
精
ナ
ラ
サ
ル
ニ
由
ル
。
望
ム
ラ
ク
ハ
榛
面
滑
沢
二
乏
シ
キ
モ
、
往
時
ノ
堅
実
ナ
ル
製
法
ニ
復
セ
ン
コ
ト
ヲ
。
明
治
十
八
年
共
進
会
審
査
調
査
報
告
書
七
